
Copyright(C)2014 SHOWA SYSTEM ENGINEERING Corporation, All Rights Reserved 

平成26年11月17日 

◆平成27年３月期 第２四半期累計期間 

業績レビューと見通し 



Copyright(C)2014 SHOWA SYSTEM ENGINEERING Corporation, All Rights Reserved 

目 次 

2 

１ 業績概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

２ 経営成績 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 

３ 業種別売上比率（全社） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ 

４ 業績推移（過去５年） 
(1) 全社 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ７ 

(2) 事業別業績推移（ソフトウェア開発事業） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８ 

(3) 事業別業績推移（BPOエントリー事業） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９ 

５ 貸借対照表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １０ 

６ ポイントレビュー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １１ 

７ 業績達成のポイント ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １３ 

８ 成長基盤を軌道に乗せるための課題と施策 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １４ 

９ 平成２７年３月期業績見通し ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １５ 

平成27年３月期   業績見通し 

平成27年３月期 第２四半期累計期間 業績レビュー 



Copyright(C)2014 SHOWA SYSTEM ENGINEERING Corporation, All Rights Reserved 

平成27年３月期 第２四半期累計期間 
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業績レビュー 
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売上高 

２,６５７百万円 

(前年同期：２,５９１百万円) 

 

経常利益 

１７７百万円 

(前年同期：１６５百万円) 

 

四半期純利益 

１１０百万円 

(前年同期：９７百万円) 

１．業 績 概 要（平成27年３月期 第２四半期累計期間） 

4 戻る 

経営を取り巻く外部環境認識 
 わが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融政策を背景に
輸出関連企業の業績改善が見られ、緩やかな景気回復基調に
ありますが、消費税増税による駆け込み需要の反動や、急激
な円安に伴う原材料価格の高騰、海外景気に対する不安感な
ど、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

 
情報サービス産業界の動向 
 売上高が前年同期に比べ増加基調で推移しておりますが、
人材獲得の面で厳しい経営環境が続いており、同業者間の受
注競争も一層激化しております。 

業績概要と当社の施策･･･ 
 第２四半期累計期間では、パートナー企業との連携強化に
よる人材確保や市場動向を睨んだ営業力の強化など、売上拡
大と利益率向上に努めた結果、売上高、営業利益ともに計画
を若干上回る水準で推移しました。 
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２．経 営 成 績 
 

（単位：百万円） 

5 戻る 

前年同期比で増収増益 

平成27年3月期 
第２四半期累計 

前年同期比 
増減 

 売上高 2,657 +66 +2.5% 

 売上総利益 349 +9 +2.5% 

総利益率 13.1% ― 

 営業利益 169 +7 +4.8% 

 経常利益 177 +12 +7.0% 

  
 四半期純利益 

 
110 +13 +13.7% 
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３．業種別売上比率（全社） 

6 戻る 

証券 

52% 

銀行 

14% 

保険 

14% 

サービス・ 

公共8% 

流通・ 

小売3% 

製造6% その他3% 

前年同期 
平成26年3月期 

第２四半期累計 （               ） 

証券 

49% 

銀行 

17% 

保険 

15% 

サービス・ 

公共6% 

流通・ 

小売3% 

製造6% その他 4% 

平成27年3月期 

第２四半期累計 

金融分野 
 ８０％ 

金融分野 
 ８１％ 

主力業種である金融分野（証券、銀行、保険）堅調 
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４．業 績 推 移（過去５年） 
 

（単位：百万円） 
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7 戻る 
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（単位：百万円） 

579 

8 

■前年同期比 
  金融システム関連の受注が堅調に推移した結果、売上高および売上総利益において 
 前年同期を上回る水準で推移。 戻る 

４．業 績 推 移（過去５年） 
 

（２） 事業別業績推移（ソフトウェア開発事業） 
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４．業 績 推 移（過去５年） 

（単位：百万円） 

9 

■前年同期比 

  前事業年度に開始した証券ビジネス関連向けＢＰＯサービスの効果により、売上高は前年 
  同期を上回る水準で推移。一方、売上総利益において、エントリーサービスの受注単価下落           
    が続いており、前年とほぼ同様に推移。 戻る 

（３） 事業別業績推移（ＢＰＯエントリー事業） 
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５．貸借対照表 
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流 動 比 率 
自己資本比率 

553.9% 
50.6% 

533.5% 
51.6% 

戻る 

　　（単位：百万円）

　
資
産
の
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の
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　　（単位：百万円）
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６．ポイントレビュー 

11 戻る 

新中核ビジネスの 

定着と推進    

➢採算管理体制の維持・強化 
   ＰＭＯによる重点プロジェクトの監視、   
   不採算性案件ゼロ 

➢人的資源確保 
   パートナー企業との連携を強化し、 
   技術者動員力が向上 

１年目 
平成26年3月期 

２年目 
平成27年3月期 
第２四半期累計 

   ナレッジ型ビジネスを推し 
    進める中で、下流工程を一 
  か所に集め効率良く開発 

    当社提案がお客様に認め 

 られ、案件を獲得 

  長年蓄積した開発ノウハ 
  ウを活用し、証券分野の 
  受注が堅調 

ナレッジ型 
ビジネス 

提案型(能動) 

ビジネス   

ファクト
リー型請負 
ビジネス 

３年目 
平成28年3月期 
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平成２７年３月期 

12 

業績見通し 
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７．業績達成のポイント 

13 戻る 

■創業50年に向けて 

  平成28年３月期の創業50年に向けた新３ヵ年計画「Road to 50th」の 
 ２年目にあたり、 以下の３つの新中核ビジネスを業績達成のポイントとし 
 て継続、さらなる定着を図ってまいります。 

 堅調に推移している証券に加え、システム統合等の大型案件が控える銀行や保険関連に注
力しております。 
 また、多方面での活用が進むモバイル分野を睨み、技術進化の速いタブレットやスマート
フォンの活用ノウハウをタイムリーに提供し、事業領域拡大を目指しております。 

 顧客の中で潜在化したニーズを当社提案により顕在化し、優位な立場で当社の受注に結び
付けるビジネスモデルです。当期は、長年にわたり蓄積した顧客データの活用など新たなビ
ジネス創出に挑戦しております。 

 堅調に推移するナレッジ型ビジネスを更に押し進め、プログラム製造など下流工程のビジ
ネス受注を拡大することにより、要員の効率的な配置と収益の向上を可能にする、ファクト
リー型請負ビジネスの定着に注力しております。 

（１）ナレッジ型ビジネス 

（２）提案型（能動的）ビジネス 

（３）ファクトリー型請負ビジネス 
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８. 成長基盤を軌道に乗せるための課題と施策 

14 戻る 

対処すべき課題 年度施策 進捗 

新 
中 
核 
ビ 
ジ 
ネ 
ス 

①ナレッジ型ビジ 
   ネス  ⇒ 深耕 

・年間重点マーケットを定め徹底した深耕 

・安定的な稼動と効率の追求 

・他社との競合から協業へ転換し受注拡大 

○ 

○ 

× 

証券分野の
受注が堅調
に推移し、
要員稼働率
も向上 

②提案型／ 
③ファクトリー型
請負ビジネス⇒
定着と推進 

・提案型ビジネスの始動と成長分野への挑戦 

・ファクトリー型請負ビジネスの推進 

・売上の中核となる長期安定顧客の獲得 

○ 

△ 

△ 

証券関連案
件に提案型
ビジネスを
展開中 

人 
的 
資 
源 

新卒採用・パート
ナーとの連携強
化 

・首都圏と地方、広域で採用に注力し人材確保 

・業務知識とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力に長けた人材育成 

・ニアショア、オフショアを含むリソースの安定化 

△ 

○ 

○ 

新規パート
ナー企業数
が増加 

基 
盤 

採算管理体制の
維持・強化 
 

・稼働率を向上し不稼動による損失の防止 

・ＰＭＯによる重点プロジェクトの監視 

・ＰＭＲによる事故防止と問題解決 

○ 

○ 

○ 

PMOが機能
し不採算性
案件ゼロ 
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９．平成27年３月期業績見通し 

15 戻る 

平成27年3月期 
（平成26年5月13日）予想 

金額(百万円) 

売上高 5,200 

営業利益 270 

経常利益 277 

当期純利益 159 

（注）本資料における業績の見通しは、当社が現時点で入手可能な情報による判断及び判定に基づき算定   
   しております。 
   従いまして、予想に内在する不確定要因や今後の事業運営における内外の状況変化等により、実際 
   の売上高及び利益は当該予想数値と異なる場合があることをご承知おきください。  

 通期の業績予想につきましては、新中核ビジネスの着実な定着を図り収益向
上に尽力いたしますが、景気の先行き不透明感から第３四半期以降の受注案件
の精査を実施 しており、現時点では平成２６年５月１３日に公表した業績予想

通りといたします。 

変
化
な
し 

平成27年3月期 
（今回）予想 

金額(百万円) 前回との増減 

5,200 ー 

270 ー 

277 ー 

159 ー 


